
 

様式第七 
 

宅地造成又は特定盛土等に関する工事の変更許可申請書 

宅地造成及び特定盛土等規制法{第 16 条第１項

第 35 条第１項}の規定により、許可を

申請します。 

 令和○○年 ○○月 ○○日 

（あて先）京都市長 

申請者 氏名 

        

※手数料欄 

１ 
工 事 主 住 所 氏 名 

（ 法 人 役 員 住 所 氏 名 ） 

京都市○○区○○町○○番○○ （株）○○○○ 代表取締役 京都 一郎 

（○○県○○市○○町○○番○○ 代表取締役 京都 一郎     ） 

２ 設 計 者 住 所 氏 名 京都市○○区○○町○○番○○  

（株）○○○○ 代表取締役 ○○ ○○ 

３ 工 事 施 行 者 住 所 氏 名 京都市○○区○○町○○番○○  

（株）○○○○ 代表取締役 ○○ ○○ 

４ 土 地 の 所 在 地 及 び 地 番 

（代表地点の緯度経度） 

京都市○○区○○町○○番○○ 

（緯度：○○度○○分○○．○秒 、 経度○○○度○○分○○．○秒） 

５ 土 地 の 面 積 ○○○．○○平方メートル 

○○○．○○平方メートル 

６ 工事着手前の土地利用状況 宅地、農地等 

７ 工 事 完 了 後 の 土 地 利 用 宅地（住宅建築あり） 

宅地（露天駐車場：建築物なし）、宅地（露天資材置場：建築物なし） 

農地等（畑）、農地等（田） 

８ 盛 土 の タ イ プ 平地盛土 ・ 腹付け盛土 ・ 谷埋め盛土 

９ 土 地 の 地 形 渓流等への該当 有・無 
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イ 盛土又は切土の高さ 
盛土○．○○メートル、切土○．○○メートル 

盛土○．○○メートル、切土○．○○メートル 

ロ 

 

盛土又は切土をする 

土 地 の 面 積 

○○○．○○平方メートル 

○○○．○○平方メートル 

ハ 盛土又は切土の土量 

盛  土 
○○○．○○立方メートル 

○○○．○○立方メートル 

切  土 
○○○．○○立方メートル 

○○○．○○立方メートル 

ニ 擁 壁 

番 号 構 造 高 さ 延 長 

①  鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 ○．○メートル 

○．○メートル 

メートル 

メートル 

②  鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 ○．○メートル 

○．○メートル 

○．○メートル 

○．○メートル 

③  練積み造 ○．○メートル ○．○メートル 

宅地造成等工事規制区域：第１６条第１項 

特定盛土等規制区域  ：第３５条第１項 

該当する規定を○で囲んでください。 

 

 

○．○ 

（株）○○○○  

代表取締役 京都 一郎 

変更のみ赤字で記載ください 上段：変更前 

下段：変更後 

○．○ 



 

ホ 崖 面 崩 壊 防 止 施 設 
番 号 種 類 高 さ 延 長 

なし  メートル メートル 

ヘ 排 水 施 設 

番 号 種 類 内法寸法 延 長 

①  宅内雨水桝  ○箇所 

②  雨水取付管 VPφ150mm ○．○メートル 

③  Ｕ字側溝  ○．○メートル 

④  Ｕ字側溝  ○．○メートル 

ト 崖 面 の 保 護 の 方 法 Ｌ型擁壁及び練積み擁壁で保護 

チ 

 

崖 面 以 外 の 地 表 面 

の 保 護 の 方 法 

地表面は崖と反対方向に排水勾配を付して、雨水は宅内雨水桝に集

水し、既存の道路側溝に適切に排水する。 

適切な排水勾配を付すため、地表面の保護を必要としない。 

のり面は３０度以下（１：１．８）とし、植生シートでのり面を保

護する。 

リ 

 

工 事 中 の 危 害 防 止 

の た め の 措 置 
別紙防災措置説明書のとおり 

ヌ そ の 他 の 措 置 なし 

ル 工事着手予定年月日 
許可日から６０日以内 

令和○○年○○月○○日 

ヲ 工事完了予定年月日 着手日から１８０日以内 

ワ 工 程 の 概 要 準備工→土工・擁壁工・排水工・のり面工→整地 
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そ の 他 必 要 な 事 項 

・道路敷一部現状変更申請済（道路法第２４条） 

・公共下水道施設接続工事施工承認申請済（下水道法第１６条） 

・風致地区内における現状変更行為の許可申請済（京都市風致地区

条例第２条第１項） 

・土地の埋立て等許可申請済（京都市土砂等による土地の埋立て等

の規制に関する条例第１０号） 

・伐採及び伐採後の造林の届出済（森林法第１０条の８第１項） 

※受 付 欄 ※決 裁 欄 ※許可に当たつて付した条件 ※許可番号欄 

年  月  日 

 

 年  月  日 

第     号 第     号 

係員氏名 係員氏名 

〔注意〕 

 １ ※印のある欄は記入しないでください。 

 ２ 申請者、１欄の工事主、２欄の設計者又は３欄の工事施行者が法人であるときは、氏名は、当該法人の名称

及び代表者の氏名を記入してください。 

 ３ １欄の工事主が法人であるときは、工事主住所氏名のほか、当該法人の役員住所氏名を記入してください。 

 ４ ２欄は、資格を有する者の設計によらなければならない工事を含むときは、氏名の横に○印を付してくださ

い。 

 ５ ３欄は、未定のときは、後で定まつてから工事着手前に届け出てください。 

 ６ ４欄は、代表地点の緯度及び経度を世界測地系に従つて測量し、小数点以下第一位まで記入してください。 

 ７ ８欄は、該当する盛土のタイプに○印を付してください（複数選択可）。 

 ８ ９欄は、渓流等（令第７条第２項第２号に規定する土地をいう。）への該当の有無のいずれかに○印を付して

ください。 

 ９ 11 欄は、宅地造成又は特定盛土等に関する工事を施行することについて他の法令による許可、認可等を要す

る場合においてのみ、その許可、認可等の手続の状況を記入してください。 

 

○○ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

○○ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

○○ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 
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